
「100年越しのpandemicからの教訓：
   感染症、免疫と睡眠医学」

日時：7月22日(月) 17:00~

〜プログラム〜

お問い合わせ：琉球医学会事務局（内線 2920)

令和6年度

講師：西野 精治先生
（スタンフォード大学精神科教授・睡眠生体リズム研究所所長）

場所：臨床講義棟２階 大講義室

《ご講演》 17:05-17:55

《質疑応答》17:55-18:00  

座長：琉球大学大学院医学研究科長・医学部長 筒井 正人

演題

《開会挨拶》17:00-17:05  

琉球医学会学生向け特別講演会

出典：https://www.ricomotion.com/nishino/, https://www.sunmark.co.jp/eng/book/health-and-beauty40/

令和５年度「西普天間住区跡地における沖縄健康医療拠点形成に関する調査」



100年越しのpandemicからの教訓：感染症、免疫と睡眠医学

スタンフォード大学医学部 精神科
スタンフォード大学睡眠生体リズム研究所

西野精治

２０２０年初頭より「COVID-19」の猛威により 全世界で多くの死者を出すpandemicとなっ
たが、今から100年前の第1次世界大戦の頃にスペイン風邪（H1N1インフルエンザ）が流行し、全
世界で5億人が感染し、1億人が死亡したとも報告された。スペイン風邪の流行は、私が専門とす
る睡眠医学においても重要なインシデンスであり、流行に伴って発症した嗜眠性脳炎（エコノモ
脳炎）でもヨーロッパで多くの死者が出た（500万人が感染し、死者の総数は50万人ともいわれる）。
ウイーンの病理学者であった、フォン・エコノモは視床下部後部に脳炎病変が限局すると過眠症
状が出現し、エコノモ脳炎の典型例として、 後部視床下部、中脳に脳炎病変があり、動眼神経
麻痺を呈する症例を挙げている

当初、嗜眠性脳炎はインフルエンザが脳に侵入し引き起こされた脳炎と考えられたが、
現存する死亡患者の脳組織では、脳ではウイルスの検出頻度は低く、死亡例の多くはいわゆる
インフルエンザ脳症と考えた方がよいという解釈が一般的である。すなわち、過眠、神経症状を
呈し重篤な転機をたどる疾患は、インフルエンザ感染で惹起される自己免疫脳炎の可能性が高
い。

COVID-19のpandemicに関して、我々は睡眠障害、中でも睡眠時無呼吸症候群が、
COVID-19やインフルエンザの重要な感染リスクであることを見出し報告した（Scientific Reports､
12, 19640、2022）。本講演では、睡眠と免疫機構、感染症と睡眠、睡眠障害、ならびに過眠症の
発症と免疫機序についても考察を加えたい。
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